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第１章 前期基本計画における施策展開    
 

１．前期基本計画における施策展開 

 基本計画では、基本構想に掲げる６つのまちづくりの基本指針毎に体系化し

た施策を展開していくこととなりますが、前期基本計画期間（平成２７年度～

３１年度）については、「重点復興期」と位置づけ、除染や災害公営住宅の整備、

再生可能エネルギーの活用など市民生活の基礎となる復興事業を最重点の施策

とし、日常生活や経済活動など各種分野において市民生活を取り戻すため、優

先的に復興事業を実施することで復興の加速化を図ります。 

 さらに、前期基本計画期間においては、特に重要な施策を重点施策として設

定しながら、適時適切な事業構築と着実な施策の展開を図ります。 

 
 

２．前期基本計画における重点施策 

 東日本大震災と福島第一原子力発電所事故により、本市では、厳しい医療福

祉環境や放射線被ばくに対する健康不安、地域コミュニティの崩壊など日常生

活での不安が増大しており、子どもから高齢者まで世代を問わず安心して暮ら

し続けることができる環境の確保が求められています。 

 また、震災等の影響により、子どもや若い世代が大きく減少していることか

ら、将来の南相馬市を担う子どもを育てるための環境の整備や、地域に活力を

生み出す若い世代が、このまちに住み続けたいと思える魅力的なまちづくりを

進めるとともに、移住・定住の促進を図る必要があります。 
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 これらのことから、前期基本計画における特に重要な施策として 

●地域の絆づくりと安心生活の再生 

●未来を担う人を育む環境の充実 

●若い世代の定住の促進 

の３つを重点施策に設定し、総合的・横断的な取り組みを進め、都市将来像

の実現を図ります。 
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 東日本大震災と福島第一原子力発電所事故を克服し、本市の目指す将来像

を築いていくためには、生活に必要な住居の確保や道路の整備、除染による

安全な生活空間の確保、小高区の再生など、各種復興事業を着実に成し遂げ

ることが基礎となることから、復興事業の優先的な取り組みを進め、復興の

加速化を目指します。 
 
 
 
 

 
 
 震災等によって損なわれた安心を取り戻すため、放射線対策の充実、医療

や介護サービスが受けられる環境の確保、地域コミュニティの再生による地

域の絆の強化や地域活動の活性化、高齢者が健康で生きがいをもって生活で

きる環境など、市民が将来にわたって安心して生活ができるまちづくりを進

めます。 

 

 
 
 子育て世代が安心して出産・育児ができる環境の整備、子どもの医療環境

確保や遊び場の充実、教育の質の向上など、本市の将来を担う子どもたちが

夢や希望を持てるまちづくりを進めます。 
 
 
 
 
 
地域の活力となり各産業の担い手として地域を支える若い世代を確保す

るため、働く場の確保や就労の支援、魅力あるまちの創造と住宅環境の整備、

交流の活性化などによる本市への移住・定住の促進など、若い世代が住んで

みたい、住み続けたいと思えるまちづくりを進めます。 

 
 
 
 
 
 

 
 

◆地域の絆づくりと安心生活の再生◆ 

◆未来を担う人を育む環境の充実◆ 

◆若い世代の定住の促進◆ 

主な取組 
 ●2-(3)-② 医師や看護師の確保 

●2-(3)-② 脳卒中センターの整備 

●2-(3)-③ 介護保険施設のサービス向上 

 ●2-(4)-② 被ばく線量測定の実施 

 ●2-(5)-② 高齢者の健康増進と生きがいづくりの推進 

 ●5-(2)-③ 文化活動の推進 

 ●6-(1)-① 地域主体のまちづくりの推進  など 

主な取組 
 ●2-(1)-① 妊婦健康診査料助成の充実 

 ●2-(1)-① 乳幼児こども医療費助成事業の推進 

 ●2-(1)-② 子どもの遊び場整備事業の推進 

 ●2-(1)-④ 保育料・授業料の無料化 

 ●5-(1)-① 民間・大学等と連携した学力強化や学習活動の推進 

 ●5-(1)-② 国際化に対応した英語教育の推進 

 ●5-(3)-② ふるさと教育の推進   など 

主な取組 
 ●1-(1)-② 企業誘致のための工業基盤の整備 

 ●1-(1)-③ 街なか賑わいの創出 

●1-(1)-④ 起業支援体制の充実 

 ●1-(2)-① 農業の担い手及び青年就業者の育成 

 ●1-(3)-② 復興大学など交流の促進 

 ●4-(5)-① 若い世代の定住に向けた住環境整備の推進            

●6-(1)-① 未来を担う地域リーダーの育成  など 

主な取組 
 ●2-(4)-① 生活圏除染の推進 

●3-(2)-① 多重防潮機能の整備 

 ●3-(2)-① 避難路の整備 

 ●4-(1)-④ コンパクトシティの推進 

 ●4-(1)-④ 避難指示区域の住環境・生活関連サービスの整備 

 ●4-(2)-① 沿岸部や未利用地における再生可能エネルギー基地の整備 

●4-(5)-① 災害公営住宅の整備 

●5-(1)-③ 学校施設の耐震改修及び大規模改修 など 

●復興事業の優先的実施● 

◎ 最 重 点 施 策  

〇 重 点 施 策 

ⅲ ⅳ 
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－ 都市将来像 － 

「みんなでつくる かがやきと やすらぎのまち 南相馬」 

～ 復興から発展へ ～ 
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６つの基本指針 
指針１ 指針２ 指針３ 指針４ 指針５ 指針６ 

≪最重点施策≫ 

復興事業の優先的実施 

市民生活を取り

戻し、地域、世代

をつなぎ思いや

りあふれるまち 

重 点 施 策 

原発事故を克服

し、誰もが安全・

安心に暮らせる

まち 

人を育み、郷土を

愛し、若い世代が

夢と希望を持て

るまち 

逆境を飛躍に変

え、元気で活気に

満ちたまち 

４つのまちづくりの目標 

≪基本構想と前期基本計画の体系イメージ≫ 

基
本
構
想 

前
期
基
本
計
画 



パブリックコメント公表資料

②高齢者福祉の充実

②市民活動の活性化と
　協働事業の推進

③効率的・効果的な
　行政経営
④ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの活用に
　よる利便性の向上

⑤自主財源の確保

②原子力損害賠償請求
　への支援

⑵ 自然災害への対応の充実

①親と子の健康支援の
　充実

②遊び場の拡充

③子育てのサポート
　体制の充実

④保育環境の整備

⑷ 公共交通の充実

③障がい者にやさしい
　環境の整備

③介護保険制度の安定
　的運営

⑸ 住宅の整備

②省エネルギーの推進

⑶ インフラ整備の推進

①安全で人にやさしい
　道づくりの推進
②安全で安心な水の
　供給

③下水道の整備推進

⑹ 防犯・交通安全の推進

①災害に強い都市基盤
　の強化

①地域の連携による
　防犯体制の確保

①安心して居住できる
　環境の整備

①安定した公共交通の
　確保

①再生可能エネルギー
　活用の促進

⑵ 新エネルギーの活用

①地域福祉活動の推進

⑸ 福祉の充実

①からだの健康増進

②こころの健康増進

④介護予防の充実

⑤国民健康保険制度
　の安定的運営

⑷ 放射線対策の充実

①除染の推進

②健康管理対策の推進

③放射線に関する情報
　の提供

復　興　総　合　計　画　基　本　指　針　別　施　策　体　系　図　(素案)

④被災者支援の充実

⑶ 持続可能な行政経営

①柔軟な組織運営

②計画的な財政運営⑶ 地域文化の継承

①文化財の保護・保存
　と活用

②ふるさと教育の充実

③伝統文化の継承支援

⑴ 地域コミュニティの再生

①地域活動の環境づくり
　と人材育成

⑵ 市民参加・協働の推進

①市民との情報共有の
　推進

①「生きぬく力」の
　育成

③安全・安心な教育
　環境の確保

②交通安全意識の高揚

基本指針５

⑴ 子育て環境の整備⑴ 商工業の再興

地域の特性を見つめなおし、産
業と交流がさかんなまちづくり

基本指針１ 基本指針２ 基本指針３ 基本指針４

③健康で安全な生活
　環境の創造

⑴ 原子力災害対策の推進 ⑴ 学校教育の充実・整備

②市立病院の機能の
　充実

②防災体制の充実

⑴ 豊かな生活環境の形成

①ごみの減量と資源化

②自然と人が調和する
　まちづくり

⑶ 地域医療・介護の充実

①安心して医療が受け
　られる環境の整備

基本指針６

健康で安心して暮らすことがで
きるまちづくり

災害に対応できる安全・安心な
まちづくり

環境にやさしく、快適に暮らせる
まちづくり

自ら学び、自ら考え、生きぬく力
を育むまちづくり

市民の力を生かした持続可能
なまちづくり

⑶ 消防・防災機能の充実

①消防体制の充実

④計画的な都市空間の
　創造

③男女共同参画社会の
　推進

①原子力災害への備え
　の充実

⑵ 生涯学習・スポーツ環
　　境の充実

①だれもが学習できる
　環境の充実
②だれもがスポーツを
　楽しめる環境の充実
③芸術文化にふれる
　機会の充実

⑵ 健康づくりの推進

③水産業の再生と振興

②特色ある教育・魅力
　ある学校づくり

①野馬追を核とした
　観光開発

②交流人口の拡大

①地場産業の支援

②企業誘致の推進

③街なかの活性化

④地域における創業
　支援

⑤雇用促進と就労支援

⑵ 農林水産業の再興

①農業の再生と振興

②森林の再生と活用
　の推進

⑶ 観光交流の推進


